
四国航空（株）の航空事故に係る勧告に基づき講じた措置について（完了報告） 

  

   四国航空株式会社所属ユーロコプター式ＡＳ３５０Ｂ３型ＪＡ６５２２は、平成２３年９月２２日（木）、送電線監視飛行のため、０９時２３分ごろ高松空港
を離陸し、   送電線監視飛行を実施中、機内に焦げくさい臭い及び白煙が発生し、１０時１０分ごろ香川県東かがわ市引田所在の野球場に不時着した。 
 同機には、機長のほか、同乗者２名が搭乗していたが、死傷者はいなかった。 
   同機は、不時着後炎上し大破した。 
  

【同社に対する勧告内容(参考）】(H25.6.28) 

  ・四国航空株式会社は、ユーロコプター式ＡＳ３５０Ｂ３型機の後方荷物室に荷物を積載する場合、積載物の移動による不測の事態を防止するため、飛 
  行規程にあるとおりにネットによる積載物の移動防止措置を講じること。 
  ・同社は、爆発物等に該当する物件を輸送する場合は、告示の内容をよく確認の上、その基準に従って輸送を行うこと。 
  ・同社は、航空機を運航する場合、非常操作のうち、直ちに対処しなければならない事項については、操縦士が記憶しておく等により、非常事態におい 
   て適切な操作を迅速確実に実施できる体制を構築すること。  

【同社が講じた措置(別添）】(H25.9.19) 
 

  【航空事故の概要】(H23.9.22発生) 

 
・飛行規程にあるとおりの移動防止措置を講じること、及び飛行前に操縦士が後方荷物室のドアを開いてネットの固定状況を点検することにつ  
     いて、航空本部所属の関係者に改めて周知徹底した。 

・爆発物等に該当する物件を輸送する場合は、告示の基準についてその遵守状況を再確認し、基準に従った所要の措置を講じた上で輸送す 
  るよう、航空本部所属の関係者に改めて周知徹底した。 
・定期検査において、非常事態における適切な操作の迅速確実な実施を審査項目として確認する、という同社独自の措置を実施することに 
  ついて、全操縦士に指導徹底し、指名技能審査員にこの措置を実施するよう指示した。 
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四国航空株式会社所属ユーロコプター式ＡＳ３５０Ｂ３型ＪＡ６５２２ 

航空事故に係る勧告に基づき講じた措置について（完了報告） 

 

 

 

平成 23年 9月 22日に発生したユーロコプター式ＡＳ３５０Ｂ３型航空事故につ

いて、原因関係者である四国航空株式会社から、当委員会が行った勧告に基づき講

じた措置について報告を受けましたのでお知らせします。（別添） 

この航空事故については、平成 25年 6月 28日に事故調査報告書の公表とともに

同社に対して勧告を行っていたところです。（参考） 

なお、同社からの完了報告は、勧告の内容を反映したものとなっています。 

 

 

 














